
《MSB-4型》(ロープ式) 《MSB-5型》(巻取式)

（4）

（1）
（2）
（3） 9 交換の目安

7 点検・廃棄

（3）補助ロープはフック掛け替え時のみ使用する。
（2）

注意 安全にお使いいただくためにお守りください

注意 安全にお使いいただくためにお守りください

（1）
（2）
（3）

ショックアブソーバもしくは巻取器の表示にて使用可能質量(体重+装備品)を確認した上で使用する。
ランヤードのフック及び外部フック（リトラクタ等）、

制止

制止専用

ランヤードはショックアブソーバ（又はその機能を有する部品）がない状態では使用しない。

（1）

※当社製品の胴ベルトもしくは作業ベルト(別売品)を取り付ける

※当社製品の胴ベルトもしくは作業ベルト(別売品)を取り付ける

（2）

（1）

（2）

（1）9 交換の目安（1）
（2）
（3）

（4）
（5）

（1）
（2）

（3）

7 点検・廃棄

緩衝環※巻取器一体／巻取器／
ストラップ／フック

D環／フック／ロープ／ショックアブソーバ

環止めを交換環止め

項目

[ バックル装着方法 ]

※1：「第一種」とは自由落下距離1.8mでの衝撃荷重が4.0kN以下の緩衝機能を備えたショックアブソーバをいい、
「第一種」ショックアブソーバを備えたランヤードを「タイプ1」という。

※2：試験落下距離とはランヤード長に追加落下距離 (D環の高さからフック取付高さを引いた距離)を加えた距離を指す。

墜落制止用器具の規格 試験結果
20kN以上
15kN以上
9kN以上

問題なし

肩・腿・胴ベルト
環類・丸リング

胴ベルト用バックル

15kN以上
11.5kN以上
8kN以上

振動試験により、不意の外れや
25mm以上の滑りなきこと

ショックアブソーバ強度 1.5kNにて２分間機能せず15kN以上 1.5kNにて２分間機能せず15kN以上

ショックアブソーバ
衝撃性能 タイプ1※1

□試験落下距離にて落下（1.8m～4m落下）
 ・墜落制止荷重は4kN以下

 ・ショックアブソーバの伸びは、1.2m以下

平均4.0kN以下
ショックアブソーバ伸び　1.2m

ロック静的強度 6kN以上
ロック動的強度 ロックが機能すること 6.5kN以上

□1/2引き出しにて落下
 ・4kN以下 4kN以下

緩衝環付、ロック装置付き
巻取りランヤード

項目 墜落制止用器具の規格 試験結果

 ・破断なし
 ・衝撃値4kN以下
 ・ショックアブソーバの伸び　1.2m以下

衝撃吸収性
[胴ベルト型組み合わせ品]

□重さ100kgのトルソーを試験
　落下距離※2にて落下
 ・トルソーを保持し、各部の著しい 破断なき事
 ・衝撃値4kN以下
 ・ショックアブソーバの伸び　1.2m以下

ロック装置付き巻取式
ランヤード タイプ1※1

ロック静的強度 6kN以上
ロック動的強度 ロックが機能すること

全引出し強度 11.5kN以上

7kN以上
ロックは正常機能
11.5kN以上

ロープ、ストラップ(帯ロープ)
タイプ1※1

15kN以上 15kN以上

フック　タイプ1(※1) 全長方向強度　11.5kN以上
[外れ止め縦荷重1kN]φ3mmが通らないこと

11.5kN以上
φ3mm通過せず

（1）胴ベルトは腰骨のところに装着し、D環の位置が身体の真横かそれより後方に来るようにする。
（2）バックルに刻印された　　　　　の順に胴ベルトを通し、確実に締める。余った胴ベルトの端はベルト通しに通す。
（3）フックを取付対象物に掛けていない時は、フックとロープをまとめてロープ収納袋に納めるか、収納袋のないもの

はロープを肩に廻してフックを休止フック掛けに掛ける等、ロープが垂れ下がって引っ掛からないようにする。

品名 自由落下距離
(※1)

ランヤード長落下距離
(※1)

使用可能質量
(※2)

※墜落制止用器具の規格に基づく
※以下の数値は、補助ロープ側でなくメインランヤード側の数値を示す

落下距離・ランヤード長一覧

※1 自由落下距離・落下距離については 5 使用方法 (2) 参照
※2 使用可能質量=装備品+作業者体重　 　　　

1.9m 1.3m 1.15m
1.7m 0.9m 0.79m

100kg以下
胴ベルト用ランヤード[ロック装置付き巻取式]※ストラップ全長引出し時
胴ベルト用ランヤード[ロック装置付き巻取式]※ロック作動時

品名 自由落下距離
(※1)

ランヤード長落下距離
(※1)

使用可能質量
(※2)

3.5m 1.8m 1.7m 100kg以下胴ベルト用ランヤード[ロープ式]

（2）
（3）

（1）
ワークポジショニング用器具を使用する。

〈ランヤード(巻取式)取付例〉(図は一例を示す)

緩衝環

胴ベルト 環止め

緩衝環を必ず
通してください

− 4 − − 1 −

適合規格：厚生労働省 墜落制止用器具の規格
種　　類：胴ベルト型墜落制止用器具B0028-2

製品の使用方法等についてご不明の点があれば、お買い上げの販売店、または下記までお問合せください。また、業務用途以外でお使いのお客様が、製品に起因する死亡や、重大な怪我に至る事故にあわ
れたときは、お手数ですが下記までご連絡ください。

サンコー株式会社 本社 TEL : 06（6394）3541（代表）
  FAX : 06（6395）0041

本社：大阪府大阪市淀川区新高1-14-7　〒532-0033

（この製品は株式会社MonotaROの委託によりサンコー株式会社が製造した墜落制止用器具です）

製造元発売元

お客様相談窓口

https://www.monotaro.com

要保存

各部の名称

交換の目安

各部の強さ

2022.3-5,000SW

取 扱 説 明 書 必ずお読みください。

1

9

部品交換8

10

胴ベルト型墜落制止用器具

警告 誤った使い方をしますと墜落などのおそれが
ありますので、やめてください

警告 誤った使い方をしますと墜落などのおそれが
ありますので、やめてください

使用条件2

使用前点検3

装着方法4

この度は、胴ベルト型墜落制止用器具をお買い上げいただきましてありがとうございます。この製品は、建設現場・工場等の高所作業で作業者の
墜落を制止するために使用するもので、厚生労働省の「墜落制止用器具の規格」に合わせてサンコー株式会社が製造した胴ベルト型墜落制止用器
具です。ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をよくお読みいただき、内容をご理解ください。特に　　危険.　　警告.　　注意の項目は、事故
を未然lこ防ぐために厳守してください。あわせてこの取扱説明書は大切に保存していただき、紛失された場合には当社にご請求ください。
※安全ブロック・親綱・ロープチャック・S-スライド等を併用される場合はそれらの製品に添付されている取扱説明書も合わせてお読みください。

（図は一例を示す）

シンブル

安全装置

フック本体

外れ止め装置

ロープ

さつま編み込み部
ベルト通し

バックル

D環 環止め

ショックアブソーバ

胴ベルト

休止フック掛け 先端止め

使用開始年月ラベル
(裏面)

使用開始年月ラベル
(裏面)

ベルト通し

バックル

緩衝環

巻取器

フック収納袋

環止め 胴ベルト 先端止め

ストラップ(帯ロープ)

縫製部保護カバー

外れ止め装置

安全装置

フック本体

＜巻取式の場合＞

＜ロープ式の場合＞



注意 安全にお使いいただくためにお守りください
（1）

（1）

注意 安全にお使いいただくためにお守りください

制止制止

制止

（1）

（2）

（3）

（4） （4）

（5）

（5）

制止

9 交換の目安

フックが手すりより滑り落ちる状況が発生する場合は、フックが破損する恐れがあるので使用しない。

製品毎に落下距離が異なるので、表示をよく確認
してから使用する。

巻取式ランヤードは、墜落時にストラッ
プの繰り出しをロックする機能がある
ので、フックを掛けた状態では、飛び降
りる・走る等の急な動きはしない。

（1）
（2）

（2） （4）

（3）ロープを結んだり、くくりつけたりして使用しない。
（4）

誤った使い方をしますと墜落などのおそれが
ありますので、絶対にやめてください危険
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（2）

（3）

（3）
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（5）、（6）
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3mm以上あるもの
3mm以上あるもの

ロープがほどけているもの

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
⑯
⑰
⑱
⑰
⑲

⑳
㉑

㉒

㉓

㉔

㉕
㉖
㉗
㉖
㉘
㉙
㉚

割れ環 止 め 破損しているもの

3mm以上のすきまがあるもの回転部分

制止
制止

制止下図
下図

制止

制止

制止

＜巻取器・ショックアブソーバ＞

製品

製品

製品

製品

製品点検

品番 c a d1b d2

※以下の数値は、補助ロープ側でなくメインランヤード側の数値を示す

胴ベルト用ランヤード[ロープ式]
胴ベルト用ランヤード[ロック装置付き巻取式]

 ※ストラップ全長引出し時

1.7m

1.15m

0.79m

0.95m 0.85m

0.8m

0.11m

0.85m

0.5m

0.05m 0.77m

[ 落下距離説明表 ]

胴ベルト用ランヤード[ロック装置付き巻取式]
 ※ロック作動時

フックの取り付け位置は、接続したD環よりも出来るだけ高
い位置で、万一墜落した場合、構造物や床面に衝突しない
箇所を選ぶ。なおランヤードに記載されている落下距離に
用いるフックの取付け位置高さや
D環高さは右図による。
落下距離とは、
(c:ランヤード長さ)+{(b:D環高さ) ー
(a:フック取付高さ)}+
(d1：ショックアブソーバ伸び)+
(d2：ランヤード・胴ベルト伸び)
※d=d1+d2 
※自由落下距離=c+(b-a)

　TL環のツールホルダーに墜落制止用器具のロープ･フックを掛けて使用しない。

（6）

（10）
（11）

（11）

（12）

（13）

（1）
（2）
（3）
（4）

（4）
併用する部品は、同一メーカー（当社製品）のもの
を使用する。

三つ打ちロープの場合、キンクやほどけが発生し
早期に廃棄基準に達する場合があるため、撚り方
向と逆向きに力を加えたり、ねじれた状態で使用
しないよう注意する。

（5）

巻取式ランヤードは、ストラップが全長引き出さ
れた状態での落下距離に注意する。

クレーンのフック等、移動するものにランヤードの
フックを掛けない。

（9）

金具類の可動部は定期的に注油する。ただし、巻取器のストラップ出入口等から内部へ注油してはならない。
誤って注油した場合は使用せず廃棄して新しいものと取り替える。また砂や泥が付いている場合はよく掃除し
て取り除く。

（1）
（2）
（3）

1mm以上あるもの

ロープコース（シンブル）
ほどけ

㉑

㉓
㉒

㉔⑳

a
b

b-a

c

d

大型フック

⑭ ⑮ ⑯

⑯

⑱

⑲

㉕

㉕

㉖

㉖

㉖

㉗

㉗

㉗

㉗

㉗

㉘

㉙ ㉚

（2）
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警告 誤った使い方をしますと墜落などのおそれが
ありますので、やめてください

警告 誤った使い方をしますと墜落などのおそれが
ありますので、やめてください

使用方法

保守・保管

点検・廃棄

6

75
警告 誤った使い方をしますと墜落などのおそれが

ありますので、やめてください

化学薬品

（4）追加ロープ（別売品）の取付方法

アイ加工部
追加ロープ

メインランヤード

[MSB-4型]での接続例(図は一例を示す) メインランヤードのイラストは説明の都合上省略

［追加ロープ］
ロープ 外れ止め装置

安全装置アイ加工部（人体側）
構造物側フック

①ロープのアイ加工部(輪)を
　ショックアブソーバのD環
　に通す。

③追加ロープがしっかりと
　D環に固定されているか
　確かめる。

②ロープのアイ加工部(輪)に
　追加ロープのフックを通し
　引っ張る。

フック ひばり結び

D環取り付け範囲

バックル

巻取器

⑩

⑪ ⑫

⑬


